
 

令和８年度補正予算の概要（令和８年７月 31 日専決処分） 

 

１　概要 

今回の補正予算は、ヘルス・トラディショナルツアー業務委託に関する住民訴訟につ

いて、第一審判決を不服として原告から提起された控訴に応訴するほか、下田公民館の

空調設備の入替えに要する経費について、必要な予算措置を行った。 

 

２　一般会計補正予算 

（１）予算規模 

 

 

 

（２）補正予算の事業 

 

 ① 〔商工総務費〕一般経費（営業戦略室）　1,430 千円  

【事業内容】 

　　　ヘルス・トラディショナルツアー業務委託に関する損害賠償の請求をすることを求め

る住民訴訟について、第一審判決を不服として原告から提起された控訴に応訴するため、

弁護士に法律コンサルタント業務を委託する。 

　【補正の内訳】 

　　　法律コンサルタント業務委託料　　　1,430 千円 

 

 ② 公民館整備費（生涯学習課）　45,012 千円  

【事業内容】 

　　　下田公民館の空調設備の故障に伴い、入替工事を行う。 

　【補正の内訳】 

　　　工事請負費　　　45,012 千円 

 

（３）地方債の補正 

　　　歳出予算補正に伴う財源として借入れする地方債を措置する。 

　　　・変更　　　１件　　　64,400 千円　→　98,100 千円

 
補正前の額：54,038,659 千円　　補正額：46,442 千円　　計：54,085,101 千円

 歳　入　の　補　正 歳　出　の　補　正

 繰越金 

市債

12,742 

33,700

商工費 

教育費

1,430 

45,012 

 計 46,442 計 46,442


